








�•�¬�­�ž�Ó�å�²�w	�
Ê

�×�Ô���T�’�w�����n�X�“�t�‘�”�§�Q�K�M�w
*
�

�y�•�¬�q�%�w�_�Q�”�����n�X�“�›�æ�M�s�U�’�z�×�Ï�q�~�Ê�º�q�z�½
\�•�»�~�Ç�•�•�»�z

�¤	��‚�.�s�q�w	Ø�C�ž���›�æ�M�z�>�t�s�”�M�U�M�h�’�­�ž�Ó�å�²�t	Ø�C���™�M�h�i�V�z

�é�.�$�s�§�	�t�m�s�[�’�•�”�‘�O�t�`�‡�b�{�‡�h�z�i�>�s�O�j�T�’�­�ž�Ó�å�²�q�m�s

�U�“�›�Ë�j�z
ž�A�s�q�V���•�T�t�§�	�t�m�s�[�”�\�q�U�p�V�”�‘�O�z�•�¬�Æ�ˆ�t
u�Ã

�$�t���˜�l�o�M�V�‡�b�{

�×�‘�“
��Ù�s�•�¬�p�w�É�¿�Ä�ë�”�«�w	F�î

�•�¬�w�^�‡�_�‡�s�_	��“�Æ�ˆ	��q�w�È���›�¿�[�s�U�’�z�•�¬�w�Ç�”�¶�›�ú�r�`�z� 

�r�‹�T�’�ô�¸	��‡�p�z�‘�“
��Ù�s	Ô	t�p�w�É�¿�Ä�ë�”�«�n�X�“�U
��‰�‘�O�§�	�`�‡�b�{

�×�•�¬�•�����‚�.�~�;���q�È���`�h�˜�T�“�•�b�M���p�w	Ø�C
C	ô

�•�¬�•�����‚�.�~�;���q�w
ì�“�w� �—�.
M�›�m�X�“�s�U�’�z�¿�C�´�w
C�æ�z�×�”�Ü

�Ö�”�´�•�w���L�z	Z
²�è�2�s�›�è�a�o�z�•�¬�t
ž�A�s	Ø�C�›
C	ô�`�‡�b�{

�×�“�M�U�×
µ�q�>�t�T�Z�”�\�q�w�p�V�”�™�Ý�w	â
R

�y�_	��”�z�_	��’�•�”�����p�s�X�z	E�½
ì�“�U�>�t�T�Z�’�•�”�™�Ý�w	â
R�›
��Š�‡�b�{

�‡�h�z�­�ž�Ó�å�²�‹�•�¬�w�°�»�q�`�o�z
u�Ã�$�t�•�¬�Æ�ˆ�t� �—�`�z�q�‹�t�•�¬�›
]

�“	Í�[�o�M�V�‡�b�{

�×�ô�¸	��s�w
\�Æ�•�V�b�z�R�ˆ�›	��”	�
Ê�w
*
�

�����;���q�È���`�s�U�’�z�ô�¸	��s�w�n�4�w�°
µ�w�­�•
ã�8
C�_�t�m�s�U�”�‘�O	�

�“
Ê�ˆ�‡�b�{�‡�h�z�ô�¸	��s�U�†	ú�`�o
\�Æ�p�V�”�h�Š�w���È
M�S�w
Y�`�M�g�r�›��


��`�‡�b�{�¢�«�•�ý�_�à
[�¤�ï�Ã�Ÿ�ï�¬�Ê�”�Ä�®�˜�t�s�”�Ê�”�Ä�¯	{�V�M�è�2�z	«
…

	�
ƒ�•�s�t�m�M�o�w�è�2�z�����;���q�w
R�å�™�_
M�S�•�n�4�w�­�t���b�”�Z	.�s�r�£

�×�ô�¸	��z	Ë�•	��s�t�0�b�”�g�r�•�¦�v�w��
�

�y�Ý�Œ	±�•	Ë�•	��s�t�m�M�o�z
Y�`�X�g�r�b�”	�
Ê�•�¦�v�b�”�;�q�›�m�X�“�‡�b�{�¢�«�•

	Ë�•�g�r�è�2�z	Z�Á
b
��p�w�¦�v�s�r�£

�²
*
��w�ª���³ 
ž�A�s�q�V�t���§�	�U�§�X�•�¬�n�X�“ �•�w	��s	�
Ê

�^�‡�_�‡�s���=�›�Œ�”	�
Ê�U
��œ�p�M�‡�b

�y�ý�_�¤���•�¬�­�ž�Ó�å�²�p�x�z�ý�_�à�t�;�’�`�Ž

���t�m�s�U�”	E�½�t�]� �—�M�h�i�V�z��
R ���� �å�S

�T�’�z� �¶�›�V�l�T�Z�t�����=�›�Œ�”�è�2�®�K�’�‡

�™�����¯�›�î�ª�`�o�V�‡�`�h�{�–�D�z�Ë�ï�¬�ç�w�)

�§�q�ù�˜�d�o���=�w	º�p�›�æ�M�z�€�C	��w�m�s�U�“

�‹�§�X�s�“�z�€�C	��‰�œ�p�����À�ž�”�t�æ�X�‡�p�t

�s�“�‡�`�h�{�ª
ƒ�w�è�2�q�`�o�x�à
~�“�›�m�Z�z��

�å�è�w�©�è���å�S�t�x�?�S�‹�é�`�ù�M�›	O�v�z�®�M�V

�M�V�å� �Ñ�¯�q�Ê
²�›�!�Q�×	��$�t�Æ�ˆ�›���Z�o�M

�‡�b�{

	Ë�•�Ç�~	��q�f�w�H���U�•�¬�p

�M�V�M�V�q
\�Æ�p�V�”���¥�n�X�“

�y�ý�_�à�p�x�z	Ë�•�Ç�~	��U�×
ü�’�`�X�•�¬�p�;�’

�`�o�M�Z�”�‘�O�z�•�¬
¶�.�p�È���`�§�	�b�”�\�q�›

�è�$�q�`�h�•�¬�×�q�§�	� �^�q�›
ƒ�”�`�o�z�Æ�ˆ�›

���Z�o�M�‡�b�{

�y�•�¬�×�q�§�	� �^�q�p�x�z���8�$�s�q�^�w�„�T�z�®
ì

�Š
æ�q��̄z�®�V�b�4�¢
æ�q��̄z�®
^
��-�H
ñ�±
æ�q�¯�›


ƒ�”�`�z�Ä�«�U�|�•�Z	.�›�æ�M�z�‘�“�é�.�$�s�]�J

�t�m�M�o�U�|�`�o�M�‡�b�{

�#
¿�¢�/�“�4�M���¶	6�§�	�Ä�À

�¢�m�”�ˆ�°�R	X�£

�y�ý�_�à�p�x�z
\�Æ���•	Ý�6�t�K�”�s�r�z�§�	�›
ž

�A�q�b�”�H�	�t�­�m�¤�¶
\�t�0�`�z�ô�s�¶�Í�s�•�w


��¶�t�²�Z�h�x���¶	6�w	Ô�›���™�`�o�M�‡�b�{	•�R

�w
��Ï
¬�R�w
ï�›�¿�[�z�×�q�`�h
\�Æ�U
ù�•�”�‘�O

�t�b�”�\�q�U�è�$�p�b�{	��t�G�¶
\�w�¶	6�§�	�ž�³

�µ�»�ï�Ä�U�z�x���t�¸�á�t�¶	6�§�	�›�æ�l�o�M�‡�b�{

�‡�h�z�ô�Í
\
H�E�t�0�b�”�‰	Ô	t�w���™�z�ô�s�¶

�Í�s�w�¤�@�w�­�w	�
Ê�¢�m�”�ˆ�Ó�å�µ�£�‹�æ�l�o�M

�‡�b�{

�¯�å�Ü
�˜�t�s�”�Ê�”�Ä

�¢�ý�_�à
[�¤�ï�Ã�Ÿ�ï�¬�Ê�”�Ä�£

�ý�_�¤���•�¬�­�ž�Ó�å�²�p�x�z�–�å�z�ý�_�¤

���•�à�q�[�,�•�à�w	«
…
\�Æ
*
��»�w�M�q� �—

�`�o�z �˜�t�s�”�Ê�”�Ä�¢�ý�_�à
[�¤�ï�Ã�Ÿ�ï�¬

�Ê�”�Ä�£�è�2�›�î�ª�`�o�M�‡�b�{�ø
��x�[�,�•

�à�w	«
…
\�Æ
*
��»�w�M�U�´�ó�‰�›�¡�ˆ�z�.�W


ƒ�•�w�­�w
Ó�t��
C�›�î�ª�`�o�M�‡�b�{

�è�2�›�è�`�o�z	4�Æ	j
‹�t
ž�A�s�Œ�Ý�•	«
…


\�Æ
ƒ�•�w�­�w�Œ�Ý�U�•�¬�t�¿�U�l�o�M�‡�b�{

�®�˜�t�s�”�Ê�”�Ä�¯

	«
…
\�Æ
*
��»�t�‘�”

Ó�t��
C�w�7� 

�•�¬�×�q�§�	� �^�q�w�7� 

�€�C	��p�¥�‘�X�G�æ�ø
��‚

�²�¯�å�Ü�³���™�ý�_�~�K�M�v�l�q�æ�è�”�™�y�^�‡�_�‡�s	�
Ê�›	º�p�`�‡�b�‚

���� ����

�H��	·�ý�_�à�w�q	Ý�H��	·

�H��	·

�-�h
*
��w�.
M �~ �§�	

�H��	·

�H��	·�•�à���-�h

�H�
	·

�ý�_ �~ �K�M�v�ó�q�q�x

�H��	·

�H��	·�à
¶�.�-�h



1. 取り組む理由

2. 活動を通した気づき

　このような状況だからこそ、住民同士が互いのことを知り、理解し、認め合うことが
大事になります。また、「自分も人の助けを必要とするときがあるかもしれない」と、
自分ごととして考えることも大切です。
　相互理解を実践することは難しく感じるかもしれませんが、例えば、近所に「少し心
配だなぁ。」と思う人がいたら、あいさつや話をしてお互いにどんな人か知り、日頃の
生活の中で少し気にかけてみるだけでも良いのではないでしょうか。
　“それっきり”でなく、ゆるやかな関わりの中で気にかけ“つづけ”、少しずつその人
のことや置かれている状況を理解していくことが重要です。一人ひとりが自分でできる
ことを実践しながら、相互理解の輪を広げていきましょう。

R１年度
調査

H26年度
調査

8.0％
6.1％

22.7％ 54.4％ 7.3％
1.5％

8.5％ 9.6％ 25.9％ 45.9％ 6.5％
3.6％

関わりが深い 関わりが薄い

困ったときに相談や助け合いができる（n=79）
簡単な頼みごとができる（n=61）
たまに世間話や立ち話をする（n=225）
顔を見ればあいさつをする（n=540）
まったく付き合いはない（n=72）
無回答（n=15）

困ったときに相談や助け合いができる（n=84）
簡単な頼みごとができる（n=95）
たまに世間話や立ち話をする（n=257）
顔を見ればあいさつをする（n=455）
まったく付き合いはない（n=64）
無回答（n=36）

　高齢化、核家族化などさまざまな背景から、地域の支えあいがより重要となっています。

令和元年度第４期鶴見区地域福祉保健計画
区民アンケート調査結果報告書より

・自助、共助、公助だけでなく、近助の考え方が大切。いざというときは、助けてくれる人
も多いと思う。

・孤独死の予防は、普段からの関わりが大事。誰でも気軽に集まってしゃべれるような居場
所も大事だと思う。

・外国につながる人に、多言語版のゴミの捨て方チラシを渡したら、感謝された。相手に届
くかたちでの情報提供が必要。

・子どもと親の居場所づくりも大事。居場所を通じて子どもをより理解し、認めてあげるこ
とが大事。

・地域の見守り活動や取組のおかげで、身近な住民を気にかけるようになり、以前よりも早
い段階で地域ケアプラザに相談が寄せられるようになっているように思う。

きんじょ

3. 自分で、地域で、始められる種まき（活動）

自分で種まき 地域で種まき自分で種まき 地域で種まき

・いざというときに備えて、隣近所の人
と顔見知りになる

・地域の清掃活動に参加する
・フードドライブ（下記コラム参照）など
自分にできることを行う

・回覧板や掲示板などを見て、地域でど
のような人がどのような活動を行って
いるか調べる

・地域で子ども食堂を行っているか調べる
・地震や大雨のときに、気になる家族や
知人にメールなどで連絡する

・近所の人に笑顔であいさつプラスひと
ことを実践する
（「寒くなってきましたね」など）
・近所に「心配だなぁ。」「大丈夫かなぁ。」
と思う人がいたら、日頃から少しだけ
気にかけて生活する

・身の回りのことで困ったとき、どこに
相談すればいいか調べる

・外国語や手話を勉強する

・防災訓練に中学生など若い世代の参加
を促す

・小学生の登下校の見守り活動の輪を広
げる

・自治会・町内会やマンション管理組合
でAED講習会を開催する

・地域サロンなど地域の居場所の情報を
分かりやすく発信する

・消費者被害に関する勉強会や注意喚起
を、さまざまな機会に行う

・災害についての情報を地域で共有する
しくみづくりを行う

・外国につながる人も一緒に楽しめるイ
ベントや行事を開催する

・障害や認知症について学ぶ機会を増や
したり、模擬体験会を開催する

・認知症カフェなど、介護が必要な方と
その家族が、気兼ねなく過ごせる地域
の居場所を増やす

近所との関わりについて

【推進の土台】相互理解（住民同士の理解や尊重）

行動目標　さまざまな人が共に暮らせるよう、相互理解を深めます

コ
ラ
ム

食品回収のモデル事業が始まりました
令和３年 12 月から、駒岡地域ケアプラザのエリアにて、地域
住民と地域ケアプラザ・障害者施設・区社協が協働して行う食品
回収のモデル事業が始まりました。
食品回収箱を、駒岡地域ケアプラザ及び駒岡地区にある就労継
続支援Ｂ型事業所の一歩舎３号館に設置。住民から寄付された食
品の回収・仕分けを一歩舎３号館で行い、区社協へ配送していま
す。これらの食品は、生活にお困りの方の食料支援に活用してい
ます。

食品回収のモデル事業で使用したチラシ
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続支援Ｂ型事業所の一歩舎３号館に設置。住民から寄付された食
品の回収・仕分けを一歩舎３号館で行い、区社協へ配送していま
す。これらの食品は、生活にお困りの方の食料支援に活用してい
ます。

食品回収のモデル事業で使用したチラシ食品回収のモデル事業で使用したチラシ
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・各種団体の活動や地域行事そのものが、健康づくりにつながる取組の情報共有
・身近な健康課題とその予防対策の推進
介護予防の推進（フレイル（※）予防、元気づくりステーション支援） 
認知症予防の推進（認知症カフェ、認知症サポーター養成講座、予防活動への支援）
必要な区民に情報を届けるための地域と連携した取組

・学校と連携して、子どもの健康づくりにつなげる取組
・保健活動推進員等による、幅広い世代に対する、ウォーキングの推進
・子育て世代とその子どもへの食育推進（健診や講座・イベント等の機会を捉えた取組、ヘル
スメイト等との協働）

【みんなの取組例】 ・既存の活動を認め合う機会や発表の場づくり（あいねっと推進フォーラム、社会福祉功労者
表彰他）

・健康づくりに関心を持つ住民が増えるよう、既存の活動が広がるための他の活動や団体、
個人へのつなぎ

・子どもと高齢者が交流する居場所づくり
・関係団体・機関が連携して健康情報を発信し、区民の健康意識醸成や疾病予防を推進する取組
〇歯周病及びオーラルフレイルの予防啓発のための区内医療機関等との連携
 〇イベントや保健活動推進員による口コミなどによる、特定健診等受診率向上と健診結果の活用
 〇区役所と地域（歯科医師会、大学、保育園、学校等）が連携した、区民の正しい歯磨き習慣の定着
〇心の健康づくり（メンタルヘルス）の理解促進

【みんなの取組例】

　鶴見区の健康づくりは、徐々に広がりがみられています。今後もより身近な場所で参加でき、
活動を続けやすい地域となるよう取組を推進します。また、主体的に健康づくりに取り組む住民
が増えることで、より一層安心で住みやすいまちとなることを目指します。

健康づくりは一人でもできますが、興味や関心が同じ人達とつながることも大切です。近所
で気軽に、仲間と楽しみながら健やかな身体づくりにつながる、継続的な活動のしくみづくり
に取り組みます。

●行動目標 ①　地域での健康づくり活動に取り組みます

地域で行われる活動に継続参加し、個々の心身の健康が保たれると、まち全体の健康づくり
にもつながります。活動に積極的である人ほど、自身を健康と感じる割合が高くなり、好循環
が生まれることが分かっています。
楽しみながら運動・レクリエーションが出来る場が身近（徒歩圏内）にあること、また、そ
の運営のお手伝いをする担い手がいること、活動参加を促すための情報発信の工夫など、様々
な整備が重要です。地域のイベントなどのあらゆる場面を捉え、生きがいや健康づくりへの意
識の醸成につなげられるまちづくりを目指します。

●行動目標 ②　住民がすすんで健康づくりを始め、続けられる環境を整えます

【推進の柱３】健やかに暮らせる地域づくり 

《キーワード》　健康

コ
ラ
ム
GO GO 健康！「元気づくりステーション」
　鶴見区では、主体的・継続的に介護予防活動に取
り組むグループ「元気づくりステーション」の支援
を行っています。潮田東部地区では、身近な公園４
か所でそれぞれ活動を進めており、参加者本人、そ
して仲間や地域が元気になることを目指しています。
〈汐入ハッピーステーション：汐入公園〉
　体力測定会も実施しています
〈スマイル日東浜：日東浜公園〉
ハマトレなど新しい体操を取り入れています

〈寛政公園生き生き広場：寛政公園〉
　少人数で和気あいあいとラダー運動を楽しん
　でいます
〈エンジョイ東潮田：東潮田公園〉
ソーラン節に続くオリジナル体操「きよしの
ズンドコ節」ができました

※【フレイル】
　加齢に伴い、心身の活力・認知機能・筋力・社会との繋がり等が低下し、介護が必要となる手前の状態のこと。

コ
ラ
ム

歯と口の健康啓発「ワッくん歯みがき絵本」
鶴見大学、鶴見区歯科医師会及び区役所が連携し、子どもも大人も楽しみながら歯みがき習慣が身に
つく絵本「ワッくんのはみがきするよ」が完成しました。絵本の中では、歯とお口の健口習慣について
紹介しています。絵本は、区内歯科診療所（歯科医師会会員）、鶴見図書館、地域子育て支援拠点（わっ
くんひろば）、地域ケアプラザ、保育所、幼稚園等にて閲覧用に配架しています。
　症状がないときでも、お近くの歯科医院で年に２回は定期的なチェックを受けましょう！

〈ワッくん歯みがき絵本〉

みんなでいきいき！

絵本は、QRコードや
区役所のホームページ
から見られるよ！

28 29

第
５
章
鶴
見
区
の
現
状

第
４
章
計
画
推
進
の
体
制・支
援

第
３
章
地
区
別
計
画

第
１
章
鶴
見・あ
い
ね
っ
と
と
は

第
２
章
区
全
体
計
画



・各種団体の活動や地域行事そのものが、健康づくりにつながる取組の情報共有
・身近な健康課題とその予防対策の推進
介護予防の推進（フレイル（※）予防、元気づくりステーション支援）
認知症予防の推進（認知症カフェ、認知症サポーター養成講座、予防活動への支援）
必要な区民に情報を届けるための地域と連携した取組

・学校と連携して、子どもの健康づくりにつなげる取組
・保健活動推進員等による、幅広い世代に対する、ウォーキングの推進
・子育て世代とその子どもへの食育推進（健診や講座・イベント等の機会を捉えた取組、ヘル
スメイト等との協働）

【みんなの取組例】 ・既存の活動を認め合う機会や発表の場づくり（あいねっと推進フォーラム、社会福祉功労者
表彰他）

・健康づくりに関心を持つ住民が増えるよう、既存の活動が広がるための他の活動や団体、
個人へのつなぎ

・子どもと高齢者が交流する居場所づくり
・関係団体・機関が連携して健康情報を発信し、区民の健康意識醸成や疾病予防を推進する取組
〇歯周病及びオーラルフレイルの予防啓発のための区内医療機関等との連携
〇イベントや保健活動推進員による口コミなどによる、特定健診等受診率向上と健診結果の活用
〇区役所と地域（歯科医師会、大学、保育園、学校等）が連携した、区民の正しい歯磨き習慣の定着
〇心の健康づくり（メンタルヘルス）の理解促進

【みんなの取組例】

鶴見区の健康づくりは、徐々に広がりがみられています。今後もより身近な場所で参加でき、
活動を続けやすい地域となるよう取組を推進します。また、主体的に健康づくりに取り組む住民
が増えることで、より一層安心で住みやすいまちとなることを目指します。

健康づくりは一人でもできますが、興味や関心が同じ人達とつながることも大切です。近所
で気軽に、仲間と楽しみながら健やかな身体づくりにつながる、継続的な活動のしくみづくり
に取り組みます。

●行動目標 ①　地域での健康づくり活動に取り組みます

地域で行われる活動に継続参加し、個々の心身の健康が保たれると、まち全体の健康づくり
にもつながります。活動に積極的である人ほど、自身を健康と感じる割合が高くなり、好循環
が生まれることが分かっています。
　楽しみながら運動・レクリエーションが出来る場が身近（徒歩圏内）にあること、また、そ
の運営のお手伝いをする担い手がいること、活動参加を促すための情報発信の工夫など、様々
な整備が重要です。地域のイベントなどのあらゆる場面を捉え、生きがいや健康づくりへの意
識の醸成につなげられるまちづくりを目指します。

●行動目標 ②　住民がすすんで健康づくりを始め、続けられる環境を整えます

【推進の柱３】健やかに暮らせる地域づくり 

《キーワード》 健康

コ
ラ
ム
GO GO 健康！「元気づくりステーション」
鶴見区では、主体的・継続的に介護予防活動に取
り組むグループ「元気づくりステーション」の支援
を行っています。潮田東部地区では、身近な公園４
か所でそれぞれ活動を進めており、参加者本人、そ
して仲間や地域が元気になることを目指しています。
〈汐入ハッピーステーション：汐入公園〉
　体力測定会も実施しています
〈スマイル日東浜：日東浜公園〉
　ハマトレなど新しい体操を取り入れています
〈寛政公園生き生き広場：寛政公園〉
　少人数で和気あいあいとラダー運動を楽しん
　でいます
〈エンジョイ東潮田：東潮田公園〉
　ソーラン節に続くオリジナル体操「きよしの
　ズンドコ節」ができました

※【フレイル】
　加齢に伴い、心身の活力・認知機能・筋力・社会との繋がり等が低下し、介護が必要となる手前の状態のこと。

コ
ラ
ム

歯と口の健康啓発「ワッくん歯みがき絵本」
　鶴見大学、鶴見区歯科医師会及び区役所が連携し、子どもも大人も楽しみながら歯みがき習慣が身に
つく絵本「ワッくんのはみがきするよ」が完成しました。絵本の中では、歯とお口の健口習慣について
紹介しています。絵本は、区内歯科診療所（歯科医師会会員）、鶴見図書館、地域子育て支援拠点（わっ
くんひろば）、地域ケアプラザ、保育所、幼稚園等にて閲覧用に配架しています。
　症状がないときでも、お近くの歯科医院で年に２回は定期的なチェックを受けましょう！

〈ワッくん歯みがき絵本〉

みんなでいきいき！

絵本は、QRコードや
区役所のホームページ
から見られるよ！
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区役所の取組 区社協の取組

◆健康づくりの推進
・保健活動推進員やヘルスメイト等とも協働し、運動の機会づくりや食育啓発、特定健
診・がん検診の普及など、生活習慣病予防につながる取組を推進します。（健康チェッ
ク事業、食育事業、ウォーキング普及啓発、よこはまウォーキングポイント事業、健
康づくり推進会議など）

・関係団体・機関（区歯科医師会、区薬剤師会、大学、保育所、学校等）と連携し、歯周病やオー
ラルフレイル（※）の予防啓発、正しい歯磨き習慣の定着などの「歯の健康づくり」を進め
ます。（歯と口の健康啓発など）※口腔機能の軽微な低下や食の偏りなどを含む

・区の健康統計情報を体系的に分析し関係団体・機関と共有するとともに、区民に還元
し、実際の地域の声も活かしながら主体的な活動につなげます。

・学校等と連携し、他者への思いやりや自分を大切にする心を育む取組を進めます。（命
の授業など）

・うつや自殺への対策など、メンタルヘルスの重要性及びリスクについて区民の理解を
深めます。(精神保健福祉対策事業、ゲートキーパー（※）啓発など )
◆介護予防の推進
元気で活動的な生活を継続できるよう、地域の特性を活かしながら、高齢者が介護
予防（フレイル予防）に取り組める事業を展開します。住民主体による情報発信力の
強化啓発や、活動運営を担うリーダーの育成を進めます。（「ひざひざワッくん体操」
等の推進、介護予防週間啓発、介護予防事業・介護者のつどいの実施など）　
◆地域社会で活躍・貢献できる機会づくり
区民が地域活動等で新たな担い手として活躍する場を広げるため、これから活動を
始めようとしている方の背中を押す情報提供の実施や、活動者同士の交流の機会づく
りなどを進めます。（補助金交付団体の交流会、つるみ区民活動センターの活用など）
◆支えあいの場づくり
・高齢者がより身近な場で介護予防に取り組み、住民主体で行っている「元気づくりス
テーション」等を引き続き拡充し、運営支援を進めます。

・安心して子育てできる環境づくりに向け、家庭や地域の育児力を向上する多様な場・
機会を提供します。(親子の居場所「ふらっとるーむ」、地域子育て支援拠点「わっ
くんひろば」、放課後キッズクラブなど )
◆施設の整備及び機能の充実
施設の整備による場の拡充を進めるとともに、施設のもつ機能をより高めます。（保
育所等の整備、地区センター・コミュニティハウス・地域ケアプラザ（地域包括支援
センター）など地域の拠点の機能の充実）

◆健康づくりの機会を増やす取組の実施
・ボッチャや体操など、子どもから高齢者、障害者まで幅広い区民が運動できる機会を
提供します。

・健康増進を意識した高齢者向け、現役世代向け、親子で参加できるものなど、様々な
参加者に向けて、運動レベルに合った健康づくり事業を展開します。また、広報誌等
を通じて、健康づくりに関する情報を発信します。

・健康講座・地域サロン・食事会・体力測定・体操教室・ウォーキングなどの体験型活
動を通じて、健康についての意識づけを行い、介護予防を進めます。
◆健康づくりの機会を増やす環境づくり
・よこはまウォーキングポイント事業のカードリーダー設置を継続し、啓発と共に協力
します。

・健康づくり事業の企画の際の工夫（実施時間帯や曜日、申し込み方法など）を通じて、
より多くの人が参加できる場づくりを進めます。
◆住民の個性を活かせる場・機会づくり
・地域ケアプラザ内に限らず、地域住民が通いやすく、個性が生かせる自分の居場所を
得られるよう、サロンやサークルなどの場・機会づくりを進め、支援します。

・活動の状況など、地域の情報を把握し、住民一人ひとりが活躍できる場・機会づくり
を行います。（例：定年退職を迎えた住民の地域デビュー講座、障害児余暇事業など）

・資料や住民など、地域の歴史に関する資源を活用した取組を企画し、高齢者の経験や
知識を若い世代に知ってもらい、受け継ぐ取組を進めます。

◆地区社協の幅広い活動支援体制の確立
ウォーキングや体操教室のみならず、居場所づくり、生きがいづくり活動など、よ
り幅広い「健康づくり」の具体例を挙げることで、地域住民が集える場づくりが充実し、
住民がすすんで活動を始め、続けられるよう地区社協を支援します。そのことが、よ
り多様な課題解決を目指す取組の創出を促します。
◆ボランティアセンター機能の強化
初めての方でも不安なく活動に取り組めるよう丁寧なコーディネートを行います。
また、活動者自身の趣味や特技を活かせるもの、地域へ出るステップにつながるもの
等、様々なボランティア活動を紹介できるよう工夫します。
◆区社協だから出来る情報発信方法の確立
地区社協や地域ケアプラザなど、区内の各地域で行われている健康活動を取りまと
め、区社協のホームページや広報紙（鶴見区社協だより、つるボラ情報）などの媒体
や会議体を活用して発信できるよう工夫します。

地域ケアプラザの取組

推進の柱２

【推進の柱３】健やかに暮らせる地域づくり への主な取組

※【ゲートキーパー】
　心理、社会的問題や生活上の問題、健康上の問題を抱えている人等が自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応
　（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る）を図ることができる人のこと。
　特別な資格等はない。
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区役所の取組 区社協の取組

◆健康づくりの推進
・保健活動推進員やヘルスメイト等とも協働し、運動の機会づくりや食育啓発、特定健
診・がん検診の普及など、生活習慣病予防につながる取組を推進します。（健康チェッ
ク事業、食育事業、ウォーキング普及啓発、よこはまウォーキングポイント事業、健
康づくり推進会議など）

・関係団体・機関（区歯科医師会、区薬剤師会、大学、保育所、学校等）と連携し、歯周病やオー
ラルフレイル（※）の予防啓発、正しい歯磨き習慣の定着などの「歯の健康づくり」を進め
ます。（歯と口の健康啓発など）※口腔機能の軽微な低下や食の偏りなどを含む

・区の健康統計情報を体系的に分析し関係団体・機関と共有するとともに、区民に還元
し、実際の地域の声も活かしながら主体的な活動につなげます。

・学校等と連携し、他者への思いやりや自分を大切にする心を育む取組を進めます。（命
の授業など）

・うつや自殺への対策など、メンタルヘルスの重要性及びリスクについて区民の理解を
深めます。(精神保健福祉対策事業、ゲートキーパー（※）啓発など )
◆介護予防の推進
元気で活動的な生活を継続できるよう、地域の特性を活かしながら、高齢者が介護
予防（フレイル予防）に取り組める事業を展開します。住民主体による情報発信力の
強化啓発や、活動運営を担うリーダーの育成を進めます。（「ひざひざワッくん体操」
等の推進、介護予防週間啓発、介護予防事業・介護者のつどいの実施など）
◆地域社会で活躍・貢献できる機会づくり
区民が地域活動等で新たな担い手として活躍する場を広げるため、これから活動を
始めようとしている方の背中を押す情報提供の実施や、活動者同士の交流の機会づく
りなどを進めます。（補助金交付団体の交流会、つるみ区民活動センターの活用など）
◆支えあいの場づくり
・高齢者がより身近な場で介護予防に取り組み、住民主体で行っている「元気づくりス
テーション」等を引き続き拡充し、運営支援を進めます。

・安心して子育てできる環境づくりに向け、家庭や地域の育児力を向上する多様な場・
機会を提供します。(親子の居場所「ふらっとるーむ」、地域子育て支援拠点「わっ
くんひろば」、放課後キッズクラブなど )
◆施設の整備及び機能の充実
施設の整備による場の拡充を進めるとともに、施設のもつ機能をより高めます。（保
育所等の整備、地区センター・コミュニティハウス・地域ケアプラザ（地域包括支援
センター）など地域の拠点の機能の充実）

◆健康づくりの機会を増やす取組の実施
・ボッチャや体操など、子どもから高齢者、障害者まで幅広い区民が運動できる機会を
提供します。

・健康増進を意識した高齢者向け、現役世代向け、親子で参加できるものなど、様々な
参加者に向けて、運動レベルに合った健康づくり事業を展開します。また、広報誌等
を通じて、健康づくりに関する情報を発信します。

・健康講座・地域サロン・食事会・体力測定・体操教室・ウォーキングなどの体験型活
動を通じて、健康についての意識づけを行い、介護予防を進めます。
◆健康づくりの機会を増やす環境づくり
・よこはまウォーキングポイント事業のカードリーダー設置を継続し、啓発と共に協力
します。

・健康づくり事業の企画の際の工夫（実施時間帯や曜日、申し込み方法など）を通じて、
より多くの人が参加できる場づくりを進めます。
◆住民の個性を活かせる場・機会づくり
・地域ケアプラザ内に限らず、地域住民が通いやすく、個性が生かせる自分の居場所を
得られるよう、サロンやサークルなどの場・機会づくりを進め、支援します。

・活動の状況など、地域の情報を把握し、住民一人ひとりが活躍できる場・機会づくり
を行います。（例：定年退職を迎えた住民の地域デビュー講座、障害児余暇事業など）

・資料や住民など、地域の歴史に関する資源を活用した取組を企画し、高齢者の経験や
知識を若い世代に知ってもらい、受け継ぐ取組を進めます。

◆地区社協の幅広い活動支援体制の確立
ウォーキングや体操教室のみならず、居場所づくり、生きがいづくり活動など、よ
り幅広い「健康づくり」の具体例を挙げることで、地域住民が集える場づくりが充実し、
住民がすすんで活動を始め、続けられるよう地区社協を支援します。そのことが、よ
り多様な課題解決を目指す取組の創出を促します。
◆ボランティアセンター機能の強化
初めての方でも不安なく活動に取り組めるよう丁寧なコーディネートを行います。
また、活動者自身の趣味や特技を活かせるもの、地域へ出るステップにつながるもの
等、様々なボランティア活動を紹介できるよう工夫します。
◆区社協だから出来る情報発信方法の確立
地区社協や地域ケアプラザなど、区内の各地域で行われている健康活動を取りまと
め、区社協のホームページや広報紙（鶴見区社協だより、つるボラ情報）などの媒体
や会議体を活用して発信できるよう工夫します。

地域ケアプラザの取組

推進の柱２

【推進の柱３】健やかに暮らせる地域づくり への主な取組

※【ゲートキーパー】
　心理、社会的問題や生活上の問題、健康上の問題を抱えている人等が自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応
（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る）を図ることができる人のこと。
　特別な資格等はない。
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【コラム】 ～鶴見・あいねっとリレー～　さまざまな取組を紹介します！

区内中学校での思春期研修
区役所こども家庭支援課では、平成 28 年度から
区内の中学校で、保健師・助産師による出張思春期
研修を行っています。命の大切さや自分を大切にす
ること、妊娠・出産、性感染症等について伝えてい
ます。
参加した生徒からは「相談することが大切」「自分
の行動に責任を持つ」「自分を大切にすることは相手
を大切にすること」などの意見があり、これからも
子ども達が正しい情報を知る機会を増やしていきた
いと思います。

コロナ禍に学び、生活習慣の見直しを！
鶴見区は、血圧や中性脂肪などの特定健診有所見
者割合が高く、生活習慣病予防への取り組みが極め
て重要となっています。そのため、区役所の事業の
みならず、地域住民一体となった普及啓発活動が大
切です。コロナ禍に学び、健診を積極的に受け自身
の健康状態を正確に把握し、健康相談や地域の各種
活動等を活用しながら、生涯に渡って健康の保持増
進に努めていきましょう。

保健活動推進員によるウォーキングの取組
保健活動推進員は、地域の健康づくり活動のひと
つとしてウォーキングを推進しています。ウォーキ
ングは道具や会場を必要としない、誰もが気軽に取
り組むことのできる運動です。参加者からは「コロ
ナ禍で運動不足になっていたので、良いきっかけに
なった。」「歩きながら会話することで色々な情報交
換ができた。」との声もありました。その他、健康
チェックやひざひざワッくん体操などの事業にも積
極的に取り組んでいます。

保健活動推進員によるウォーキング活動

研修資料の一コマ

楽しみながら健康づくり！
身近な地域でウォーキング・ランニングを
　鶴見区では、健康づくりに取り組むきっかけとなるよう、まちの
見どころの情報発信や「歩きたくなる事業」を行っています。
・つるみ見どころ９０マップ　…区民からの公募で区内の見所を紹介
・ことりっぷ横浜鶴見　…人気ガイドブックとコラボし、見所を紹介
・お散歩マップ　…ワッくん鶴見カルタで紹介されたスポットを紹介
・横浜旧東海道みち散歩　…旧東海道の史跡・名所を紹介
・おきなわタウン鶴見　…沖縄タウン鶴見を紹介
・よこはまウォーキングポイント事業　…18歳以上の横浜市在住・在勤・在

学者が対象。歩数でポイントが付
与され、プレゼントがあります！

オーラルフレイル予防について
　「噛めないものが増えた」など、加齢に伴う歯や口
の働きの衰えをオーラルフレイルといいます。オー
ラルフレイルが進むと、必要な栄養素が不足して筋
力の低下を招き、介護が必要となる場合があります。
令和３年度は、満 70 歳の区内高齢者に、オーラル
フレイル予防に関する情報と横浜市歯周病検診 ( 無
料 ) の受診勧奨について個別通知を行い、鶴見区歯
科医師会との協働により歯科検診時にオーラルフレ
イル予防に関する個別指導を実施しました。

地域ぐるみで！
「夕暮れラジオ体操＆簡単ストレッチ」
　生麦地域ケアプラザでは、夕方の時間を使って健
康づくり事業を開催しています。コロナ下を機に、
地域住民が外に出て体を動かす健康づくりの場が必
要と考えたことがきっかけです。
　参加者からは、「自宅に閉じこもりがちだったので
良かった」「一人では運動する機会がつくれなかった
のでうれしい」という感想がありました。

青空の元、みんなで体操に取り組みます

歯科受診勧奨のお知らせ

区役所のホーム
ページを見てね !

鶴見区役所での健康相談事業

ページを見てね !
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【コラム】 ～鶴見・あいねっとリレー～　さまざまな取組を紹介します！

区内中学校での思春期研修
　区役所こども家庭支援課では、平成 28 年度から
区内の中学校で、保健師・助産師による出張思春期
研修を行っています。命の大切さや自分を大切にす
ること、妊娠・出産、性感染症等について伝えてい
ます。
　参加した生徒からは「相談することが大切」「自分
の行動に責任を持つ」「自分を大切にすることは相手
を大切にすること」などの意見があり、これからも
子ども達が正しい情報を知る機会を増やしていきた
いと思います。

コロナ禍に学び、生活習慣の見直しを！
鶴見区は、血圧や中性脂肪などの特定健診有所見
者割合が高く、生活習慣病予防への取り組みが極め
て重要となっています。そのため、区役所の事業の
みならず、地域住民一体となった普及啓発活動が大
切です。コロナ禍に学び、健診を積極的に受け自身
の健康状態を正確に把握し、健康相談や地域の各種
活動等を活用しながら、生涯に渡って健康の保持増
進に努めていきましょう。

保健活動推進員によるウォーキングの取組
　保健活動推進員は、地域の健康づくり活動のひと
つとしてウォーキングを推進しています。ウォーキ
ングは道具や会場を必要としない、誰もが気軽に取
り組むことのできる運動です。参加者からは「コロ
ナ禍で運動不足になっていたので、良いきっかけに
なった。」「歩きながら会話することで色々な情報交
換ができた。」との声もありました。その他、健康
チェックやひざひざワッくん体操などの事業にも積
極的に取り組んでいます。

保健活動推進員によるウォーキング活動

研修資料の一コマ

楽しみながら健康づくり！
身近な地域でウォーキング・ランニングを
鶴見区では、健康づくりに取り組むきっかけとなるよう、まちの
見どころの情報発信や「歩きたくなる事業」を行っています。
・つるみ見どころ９０マップ　…区民からの公募で区内の見所を紹介
・ことりっぷ横浜鶴見　…人気ガイドブックとコラボし、見所を紹介
・お散歩マップ　…ワッくん鶴見カルタで紹介されたスポットを紹介
・横浜旧東海道みち散歩　…旧東海道の史跡・名所を紹介
・おきなわタウン鶴見　…沖縄タウン鶴見を紹介
・よこはまウォーキングポイント事業　…18歳以上の横浜市在住・在勤・在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   学者が対象。歩数でポイントが付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   与され、プレゼントがあります！

オーラルフレイル予防について
「噛めないものが増えた」など、加齢に伴う歯や口
の働きの衰えをオーラルフレイルといいます。オー
ラルフレイルが進むと、必要な栄養素が不足して筋
力の低下を招き、介護が必要となる場合があります。
令和３年度は、満 70 歳の区内高齢者に、オーラル
フレイル予防に関する情報と横浜市歯周病検診 ( 無
料 ) の受診勧奨について個別通知を行い、鶴見区歯
科医師会との協働により歯科検診時にオーラルフレ
イル予防に関する個別指導を実施しました。

地域ぐるみで！
「夕暮れラジオ体操＆簡単ストレッチ」
生麦地域ケアプラザでは、夕方の時間を使って健
康づくり事業を開催しています。コロナ下を機に、
地域住民が外に出て体を動かす健康づくりの場が必
要と考えたことがきっかけです。
参加者からは、「自宅に閉じこもりがちだったので
良かった」「一人では運動する機会がつくれなかった
のでうれしい」という感想がありました。

青空の元、みんなで体操に取り組みます

歯科受診勧奨のお知らせ

区役所のホーム
ページを見てね !

鶴見区役所での健康相談事業
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1. 取り組む理由

3. 自分で、地域で、始められる種まき（活動）

自分で種まき 地域で種まき自分で種まき 地域で種まき

・家族や友人との地元での過ごし方を大
切にする

・自分や家族のペースで、学校・地域の
イベント等に参加する

・近所を歩いて、「新しい発見」を探す
・地区センターやコミュニティハウス、
地域ケアプラザに立ち寄ってイベント
等をチェックし、参加する

・ご近所同士で日頃からあいさつし、顔
見知りの人を増やす

・回覧板やごみ出しなど、日常生活の中
でご近所と接する機会を大事にする

・定期検診の結果を活用し、良い生活習
慣（栄養・運動・休養）を心がける

・早寝早起きや睡眠時間の確保で、心の
健康づくりに取り組む

・健康講座等に参加し、地域の人と交流
する

・口コミで、近所の人を地域のイベント
等に誘う

・誰でも参加できるようイベントを工夫
し、楽しさを共有する

・健康づくりにつながる特技や経験を分
かち合う

・既存の活動の一部に、健康づくりに役
立つ内容を取り入れる

・様々な住民が一緒に楽しめるよう、活
動を工夫・継続する

・徒歩圏内の居場所が出来るよう、みんな
でまち歩きをしてアイデアを出し合う

・場・機会づくりに関わる団体・機関で
情報交換する

・地域の障害者や認知症の人とその介護
 者、支援をする人とふれあい、学び合う
・機会を共有した住民同士で会話を楽し
み、相手の想いに触れる時間をつくる

2. 活動を通した気づき
・町内会単位でカラオケの集まり、体操教室、太極拳などが行われ、交流の機会になっている。
・一人では参加しづらいが、誰かに誘われると参加しやすい。
・（認知症カフェなどの）お茶飲み場があれば、情報を得ることができ、かつ楽しくおしゃべ
りもできる。

・地域の医師など専門家を巻き込んで、薬のことなどを相談できる「地域の保健室」のような
場所があると良い。

・移動販売などの買い物支援は、買い物ができるようになっただけでなく、会話をする居場
所になっている。

・親子の居場所については、出入りや各プログラムの参加者をより自由にするなど、気兼ね
なくいられる工夫が求められているように思う。

・ある保育関連施設では、働くスタッフについて、利用者だった親の入職が増えている。現
利用者もいつか地域に貢献したいという思いを持ってくれており、良い循環ができている。

・朝のラジオ体操を行っているが、高齢者が多く、50～60歳代の方にも参加してもらいたい。
その参加者が、他の地域活動にも参加するようになると良いと思う。

・ウォーキングなどの健康づくり活動は、安否確認や他世代交流の場にもなるので、広げて
いきたい。

・（保健活動推進員の）研修会に参加し、担い手としてスキルアップしたい。

活動や居場所がどのようなものなら参加してみたくなるのか、区民の声を聞いてみると・・・

　「気軽さ」や「場所の近さ」が大きなポイントであることが分かります。今後はより
身近な通いやすい場所で、より気軽に続けられる、場・機会の充実が求められています。
　例えば、参加申し込み方法の工夫や“お試し参加”など、参加しやすいしくみづくり
も進めるなど、交流の場を育てて、お互いの信頼が得られるまちを目指しましょう。

令和元年度第４期鶴見区地域福祉保健計画
区民アンケート調査結果報告書より

どのような状況であれば地域の活動に参加しやすいですか？（「今は参加してない
が、今後は参加してみたい」を１つでも事前選択した人限定）（複数回答）

気軽に参加できる活動がある
0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

活動場所が近くにある
経費や手間がかからない

知っている人が参加している
その他

活動に必要な技術や経験が生かせる
不明

61.8

53.3

42.2

36.7

9.6

8.4

5.2

n=657

町内会単位でカラオケの集まり、体操教室、太極拳などが行われ、交流の機会になっている。

も進めるなど、交流の場を育てて、お互いの信頼が得られるまちを目指しましょう。

【推進の土台】場・機会（居場所や機会の充実）

行動目標　いきいきと暮らせる機会づくりを、より身近な場所で進めます

コ
ラ
ム

親と子のつどいの広場
　鶴見区では、0 歳から就学前までの子どもと保護者が気
軽に集える広場が増えています。常設では、子育て支援拠
点（わっくんひろば）を含め、令和 3 年 2 月に上末吉地
区でオープンした coron（ころん）で 6カ所になりました。
アットホームな雰囲気で過ごせる広場は、地域の親子が交
流でき、「鶴見で楽しく子育て」につながる居場所になっ
ています。

ゆったり過ごせる居心地の
良い広場「coron（ころん）」
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親と子のつどいの広場
　鶴見区では、0 歳から就学前までの子どもと保護者が気
軽に集える広場が増えています。常設では、子育て支援拠
点（わっくんひろば）を含め、令和 3 年 2 月に上末吉地
区でオープンした coron（ころん）で 6カ所になりました。
アットホームな雰囲気で過ごせる広場は、地域の親子が交
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